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榎戸委員 工藤委員 土屋委員 柳澤委員 岩松委員 大西委員 松井委員 小野委員 鈴木委員 竹中委員

29 1回目の団体 104 人形劇大好き！いちかわの会

【申し送り事項】
・来場者は受付で300円の参加費を支払います。プロの
人形劇の公演については別の受付を設け、2000円の
参加費を徴収する予定とのことです。参加費を払った方
には缶バッチを配布し、身に着けてもらうことでチケットの
代わりとします。
・報償費は、劇団員、照明音響についてはプロの方。ア
マチュアの方には交通費程度の謝金、その他作成に係る
ものについては外部の団体または、個人の方にお願いす
るとのことです。
・その他における特記事項はございません。

【主なコロナ対策】
・全日警ホールを全館貸し切りつつ、基本的な感染予
防対策を実施予定。

【質疑】
・以下の記述は部外者には分かりにくいので、補足説明なし
で理解できるよう修正していただきたい。『劇団員謝金
71,500円（50,000円）×4人＝286,000円
（200,000）(21,500円×4人＝86,000に関しては経
費対象外なので、参加費から賄う）』
【意見】
・細かい点ですが、「原材料　缶バッチ」は、チケット代わりとす
るだけならば、合成紙リストバンドの使用で節約できると思い
ます。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
・参加想定人数（500名）と参加する市民の数（200
名）が大幅に違うのは？市外の参加者を300名想定して
いるということでしょうか？
【意見】
・一日でいろいろなタイプの劇が観られるのは楽しそうです
ね。缶バッチも記念になりそうです（ピンよりもクリップ式の方
が安全性が高いかもしれませんが。）

【質疑】
・7月の実施との事で、参加者300人は、全日警ホールの
収容人数の半分程度の入場者見積もりになっているでしょ
うか？
・チラシ1万枚の配布推計　（公民館・保育園・幼稚園・子
育て支援の数と配布数）
・パンフレットは、当日配布と思われますので、プログラムと同
様の600枚で良いのではないでしょうか。1万枚とあります。
【意見】
なし

【質疑】
・各個別の活動団体の横の関係づくりの活動は団体要件、
社会貢献になじまないのでは
・横の関係づくりの為の費用について参加費と補助金での対
応も経費要件になじまないのでは
・フェステバル開催（プロ参加）は活動団体グループとして
入場料収入など営利事業としての企画ではと思う
【意見】
・地域でのサークル活動促進親睦交流への支援の検討願う
・各団体の活動（子供たちの住まいに近いエリアでサークル
活動等）のふれあいなどの交流が参加者の費用負担も軽
減できコミュニティ効果健全育成に役立つのではないか

【質疑】
全館貸し切りということですが、コロナ対策として、それぞれの
部屋の入室制限等はあらかじめ
設定されるのでしょうか？
参加団体、人数が多く、事前の準備が大変では。
【意見】
なし

【質疑】
イベントの開催は今でないと駄目なのでしょうか。
【意見】
イベントについて、医療機関や医療従事者に負担を掛けて
しまう恐れがあることから、開催時期については、コロナのワク
チン注射を一般の方が接種できる時期に考慮してほしいで
す。

【質疑】
・市川市で同じような活動をされている団体は、いくつ位有り
ますか
・出演者 謝金 3,000円と20,000円の異なる理由を教え
て下さい。
・参加者缶バッチは、どのようなものか教えて下さい。
【意見】
なし

【質疑】
・事業費支出の報償費のうち、出演者謝金の積算単価で
２０団体が各3,000円、２団体が各20,000円となってい
ますが、この違いは何でしょうか。（質問理由）団体基本
情報シートで違いが確認できなかったため。
【意見】
・団体概要調書の活動実績を確認すると、団体設立以
降、毎年事業を継続して行っている実績があり、事業目的
も市が補助するのに妥当な内容であると思います。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【予算書の記載について】71,500円×４＝286,000円（うち200,000円が補助対象）
と修正させていただきます。
【参加人数について】参加想定人数と市民の数について　正しくは参加する人数についても
500名となりますので修正させていただきます。
【収容人数について】ホールの参加者は、収容人数の半分以下(100人を２回）で200
人。その他の部屋（会議室等）への参加者が100人×３回で300人です。その他の部屋
の合計収容人数は、302人ですが、その三分の１程度の人数を定員としますが、各部屋の
演目はだいたい30分程度のものなので、3回程度入れ替えをする予定とのことです。
【チラシの配布先について】保育園、幼稚園、子育て支援センター、子育てサークル、および
小学校低学年に配布の予定。今時点では、それぞれの園児数を把握していないので、１
万枚の範囲で可能な範囲で配布を考えているとのことです。
【パンフレット枚数について】
必要枚数600枚10,000円に修正させていただきます。またプログラム印刷代についても、
10,000円→20,000円に修正させていただきます。全体にかかる印刷代については変更が
ありません。
【報償費の金額の差について】静岡・愛知からの参加団体には20,000円、それ以外の団
体には3,000円を交通費を含めた謝金としてお支払いするとのことです。
【事業目的について】当事業の目的は子どもへ向けた文化活動を行う団体のつながりづくりだ
けでなく、子どもや子育て中の親子が気軽に人形劇などの文化活動に親しむ機会を提供す
ることにあります。
【市内の団体について】アマチュアの人形劇団は、把握しているところで15～20団体くらいあ
りますが、すでに活動を休止しているところもあるので、出演可能なところを問い合わせしてい
く予定とのことです。
【缶バッジについて】小さな子どももつけるため、リストバンドは使えないため、今のところ、缶バッ
チは 安全ピンとクリ プが るも を考え ますが 早くに頼む とが きればもう少し

【①対象団体であるかの視点から】
　ガイドブックP.３～４における市民活動団体の要件を満たしております。
【②対象事業であるかの視点から】
　ガイドブックP.5～６における事業要件および実施基準を満たしております。
【③解決したい課題における視点から】
　申請書の内容において、ガイドブックP.5の対象事業の実施基準（１）「市の税金を使っ
て補助金を出すのにふさわしい市民の理解が得られる事業」を満たしております。
・事業実施団体として
∟市民が日頃の生活の中で抱えている課題や問題を、自主的自発的に解決、改善する

・事業に参加する市民として
∟地域の課題や問題が解決されると感じられる

【④対象が市民になっているか】
　市民を対象にしております。

30 1回目の団体 105 助産宿

【申し送り事項】
・報償支払先（監督、保育スタッフ）について確認した
ところ、全て外部への依頼とのことでした。
・消耗品費の看板作成費については、単価が1万円を
超えることから補助対象外となっております。
・その他における特記事項はございません。

【主なコロナ対策】
・基本的な感染予防対策を実施予定。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
・参加想定人数（260名）と参加する市民の数（100
名）が大幅に違うのは？
・書き漏れかと思いますが、広報手段にはぜひ貴団体のイン
ターネット媒体を積極的に使ってもらいたいと思います。また
「広報いちかわ」には掲載してもらわないのですか？
【意見】
・参加者のニーズに考慮して、時間帯を分けて複数回上映
するのは良い試みだと思いました。

【質疑】
なし
【意見】
3回目の上映会開始が遅く、意見交換会も30分しか取れ
ないことから、2回目上映会を早くする等の配慮があった方が
いいのではないでしょうか？

【質疑】
・上映・試写会による事業企画について入場料収入とした
事業にて活動されることが社会性に会うのではないか
【意見】
・活動に対する掛かる費用を参加費と補助金で推進する事
のようですが、事業の推進が社会貢献（参加への優遇措
置）要素の必要性はどうか

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
イベントの開催は今でないと駄目なのでしょうか。
【意見】
イベントについて、医療機関や医療従事者に負担を掛けて
しまう恐れがあることから、開催時期については、コロナのワク
チン注射を一般の方が接種できる時期に考慮してほしいで
す。

【質疑】
・上演料120,000円と豪田監督の講演料70,000円の根
拠を教えて下さい。
【意見】
なし

【質疑】
・事業計画書の「広報の計画・方法」欄で広報の方法に
チェックが入っていませんが、該当する方法がないということで
しょうか。（質問理由）記入漏れか否かの確認のため。
【意見】
・事業目的・内容は、補助するに妥当なものと思います。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【土屋委員】産後うつの問題は地域をまたいだ社会的課題で、映画の価値からも市民以外
にも参加してもらう意義があると考え、広く告知しているため、市民以外の参加も見込んでい
ます。
【岩松委員】試写会は協賛者やボランティアさんを対象に、映画を知ってもらう目的なので、
入場料をいただくことができません。
【小野委員】上演料は参加人数×500円→240人見込み（最低保証料金3万円。人数
によって変動）講演料は1時間7万円（交通費別途必要）
【鈴木委員】記入漏れでした。・インターネットを活用した情報発信・フリーペーパーへの掲
載・後援を頂いた公共施設等へのポスターの掲示、チラシ配布と、なります。

【①対象団体であるかの視点から】
　ガイドブックP.３～４における市民活動団体の要件を満たしております。
【②対象事業であるかの視点から】
　ガイドブックP.5～６における事業要件および実施基準を満たしております。
【③解決したい課題における視点から】
　申請書の内容において、ガイドブックP.5の対象事業の実施基準（１）「市の税金を使っ
て補助金を出すのにふさわしい市民の理解が得られる事業」を満たしております。
・事業実施団体として
∟市民が日頃の生活の中で抱えている課題や問題を、自主的自発的に解決、改善する

・事業に参加する市民として
∟地域の課題や問題が解決されると感じられる

【④対象が市民になっているか】
　市民を対象にしております。
　ただし、市税を活用しての補助となることから、参加者のうち市川市民割合が半数を超える
よう努力していただくことを条件として付したいと考えております。

31 1回目の団体 106 いちかわ発見伝

【申し送り事項】
・お諮りしたい事項がございます。
①「インターネット配信」は事業の対象となり得るでしょ

うか？
②文化人への取材に関する、「取材者への謝礼、取

材に係る交通費、取材に係る会議室の使用料」につい
て、報償費として認めるとしてよろしいでしょうか？

※①が対象外となるのであれば、①のために行う②の関
連費用も対象外となります。
※事務局として、事業全体としては、イベントも開催さ
れ、内容としても意義のあるものであると考えております
が、インターネット配信によるものはこれまでに例がなく、事
業要件である「市内において実施するものであること」の
例外である「市のPRやイメージアップになる事業であり、こ
の制度の趣旨に沿っているもの」に該当するか判断に苦
慮しております。
また、コロナ禍においてイベントの開催が困難な場合もあ
ることから、インターネットを通じた効果的な発信をしてい
きたいとのお考えも団体からお伺いしております。

【主なコロナ対策】
ワークショップ及び視聴イベント開催時においては、基本
的な感染予防対策を実施予定であり、消耗品にて費
用を計上しております。

【質疑】
なし
【意見】
「市内において実施するものであること」の根拠は、市内に活
動の拠点があり（市の住民が中心となり）、その活動が市
川市民の生活に何らかの形で貢献する、という理念にあるの
ではないでしょうか。そうであれば、インターネット配信が、第
一義的に市川市民にとって価値ある情報の提供、あるいは
市川市民をターゲットにした内容、ということが確認できれば
事業の対象となり得る、と解釈できると思います。なので、さ
らに、市川の外からのアクセスにより市川についての関心を惹
起することになれば良いと思います。これからインターネットを
利用した活動が増えるかもしれないので、助成の理念を確
認しつつ、その利用を支援していくべきだと思います。
コロナ禍でなければ、本事業ではインターネット配信が主では
なく従になるものと理解できます。したがって、コロナ禍から脱
した時の活動計画とその実施を確認してはどうでしょうか。

【質疑】
事業全体としては、市のアピールになるかと思いますが、配信
を視聴する市民の数の把握は可能なのでしょうか。また、配
信を視聴出来る期間はどの位なのでしょうか。
【意見】
なし

【質疑】
・ワークショップでどういったことをするのかがわかりずらいので、
目的、内容、目標を知りたいと思います。（※団体および
事務局の皆さんへ：「事業をどのように行いますか」では、人
物ごとに記載されていますが、内容の種別（コンテンツ、イン
ターネット配信、視聴イベント、ワークショップなど）ごとに書い
た方が分かりが良いかと思いました。）
・ワークショップの報償費（36000円うち交通費6000円）
は誰に対して支払うものなのでしょうか？申請内容をよく読
み込まないと分からないので、わかりやすく明記した方が良い
と思います。
【意見】
①：市川が持つ魅力が現市川市市民だけでなく、元市川
市民や今後流入する可能性のある人に伝わるのであればな
り得ると考えます。

「事業要件である『市内において実施するものであること』の
例外である『市のPRやイメージアップになる事業であり、この
制度の趣旨に沿っているもの」に該当するか判断に苦慮して
おります。」という文章の意味が良く理解できていませんが、
市として懸念があるようであれば、実地で行うワークショップな
り視聴会イベントで配信コンテンツを紐づけたり、その内容を
皆で話し合うなど、市川市市民に内容が直接裨益している
ことを示すことで懸念は解消されますか？

②：①がクリアするのであれば、同様に認めて良いかと思い
ます。

【質疑】
金額は少ないのですが、交通費・文具・広告印刷費の計上
が大まかすぎるのでもう少し、具体的試算を提示ください。
【意見】
市川市の歴史や文化に関する情報を収集するとの事ですの
で、イベントやインターネット配信に留まらず、DVDにすること
で、市内の小学校・学童等への配布も検討し、予算計上し
てはいかがでしょうか。

【質疑】
・目的、効果において、公益性・市民の支持が得られるか
・企画（取材・編集）費用よりも広く発信し多くに方に広め
る活動に補助金適用ではどうですか
【意見】
・公益性に疑問

【質疑】
なし
【意見】
インターネット配信事業はこの補助金制度には当てはまらな
いと思います。
ただ、コロナ禍の中、今後避けては通れない問題かとも思い
ます。

【質疑】

【意見】
①と②は対象になると思います。しかし、ネット上の開催実態
の監視・確認や許可する予算範囲など問題点も多くあると
思います。

【質疑】
・インターネットのみで本にする予定はありませんか。
【意見】

【質疑】

【意見】
・事務局申し送り事項にも記載がありますが、事業目的・内
容は、補助するに妥当なものと思います。
・インターネット配信を事業対象とするか否かについては、イン
ターネット配信が現在のコロナ禍の状況で、イベント開催の
代替、補充手段として認知されており、一定の効果も期待
できるので、対象として良いと思いますが、そのためには対象
とする根拠が規定上明確か、疑義が生じないかを審査会と
して確認する必要があると思います。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【コロナ禍以後の活動について】
ご支援のお言葉ありがとうございます。市川の外からのアクセスにより市川について関心が惹起され、市川の外から注目される
ことにより、市川市民により強く関心が生じることも効果として期待しています。
今回のインターネット配信は、会場を活用した視聴イベントと併用した形を考えています。今後も、会場を活用した集会とイン
ターネット配信は、併用していける手段であると考えています。
【市民の数の把握について】
配信は事前申込者が閲覧できるような仕組みを考えており、申込段階で市民かどうかを把握できます。配信期間は、いまのと
ころ、当日のみを考えています。
また、状況によって、アーカイブ配信を検討します。アーカイブ配信については総視聴数は把握可能ですが、市民数の正確な
把握はできません。SNS等を通じて配信したものは「いいね」を押した人のプロフィール等からおおよその市民数の把握は可能
です。
【ワークショップについて】
ワークショップでは、小島豊美と親交のあった飯野和好氏による絵本の読み聞かせや浪曲についてお話いただきます。親子を
対象とした浪曲絵本の魅力を伝えるものです。報償費にあるワークショップ36,000円は、「飯野和好」氏への報償費になりま
す。
【具体的な内訳について】
「交通費：3000円」取材やメンバー間打合せが生じる①「市川街歩きの会」代表者、③他市川ゆかりのある方1 名、④小
島豊美と親交のあった飯野和好氏についてそれぞれ1000円ずつ確保しています。
「消耗品費：8000円」文具　2000円、DVD　1000円、ワークショップ向けコロナ対策費　5000円（マスク、消毒液、
ペーパータオル、講師用透明アクリル板）
「印刷製本費：3000円」動画視聴イベントと飯野和好ワークショップについて1500円ずつのチラシ印刷費を見込んでいま
す。
【補助金の適用について】
榎戸委員のご意見にもありました通り、当該団体の事業につきましては、①市内に活動拠点があり（市の住民が中心とな
り）②市川市民の生活に何らかの形で貢献する、という２点を満たすものであり、また、市川市民にとって価値ある情報をイン
ターネット配信することで、市川市民はもちろん市外の方々にも市川市の魅力を伝えることができると考えます。
また、市川の課題は豊富な文化資産があるのに、市民がその価値の気づきのきっかけが少ない点にあります。広めるために
は、眠っている文化資産をいかに広く関心持ってもらえるか、取材・編集が重要です。次年度は、そこに労力をかけることで、広
める活動の効果を高めたいと考えています。
いただいたアドバイスは今後検討していきたいと思います。ありがとうございます。
【本の予定】
インターネットは、閲覧環境があれば、世界中からアクセスすることができます。いちかわ発見伝では、現段階では、ウェブ上の
情報アーカイブに力を入れて活動を立ち上げています。いずれコンテンツがそろった段階で、本などの伝達手段を検討したいと
思います。

【①対象団体であるかの視点から】
　ガイドブックP.３～４における市民活動団体の要件を満たしております。
【②対象事業であるかの視点から】
　事業要件である「市内において実施するものであること」を以下のように改めて定義し、イン
ターネットによる開催はこの定義に当てはまります。
・「市内において実施するものであること」の定義
市内に活動の拠点があり（市の住民が中心となり）、その活動が市のPRやイメージアップ、

又は市川市民の生活に何らかの形で貢献するもの
・インターネットによる事業開催
第一義的に市川市民にとって価値ある情報の提供、又は市川市民を対象にした内容であ

るもの。
【③解決したい課題における視点から】
　申請書の内容や左記の内容において、ガイドブックP.5の対象事業の実施基準（１）「市
の税金を使って補助金を出すのにふさわしい市民の理解が得られる事業」を満たしておりま
す。
・事業実施団体として
∟市民が日頃の生活の中で抱えている課題や問題を、自主的自発的に解決、改善する

・事業に参加する市民として
∟地域の課題や問題が解決されると感じられる

【④対象が市民になっているか】
　市民を対象にしております。

32 1回目の団体 107 実践人市川読書会

【申し送り事項】
・事務局より「今後どのような偉人をとりあげるのか」を確
認したところ、講演会は年1回行っており、今回は昨年コ
ロナで中止となった二宮金次郎について、次回は滋賀県
の中江藤樹（思想家）を予定しているとのことでした。
それ以降は未定のため会内にて決定していきたいとのこと
でした。
・その他における特記事項はございません。

【主なコロナ対策】
基本的な感染予防対策を実施予定。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
・チラシの送料（3万円）の詳細は？

経費（16万円）の内、主に参加費収入（10万円）
他、インターネット広報の活用やチラシ分経費の工夫、さらに
（現在0円計上になっている）会費の充当を行えば、支出
分をほぼ賄えるように思えます。自分たちの活動費で実施で
きる範囲だと思えますが、その上で市川市の補助金（6万
円）に申請される理由は何でしょうか？
【意見】
※事務局へ：こちらの団体も、上記団体ほどではないです
が、参加想定人数と参加する市民の数が違っています。こち
らの団体の差異（30名）は理解できますが、この差異はあ
くまでも団体の予想に委ねているということですね？

【質疑】
なし
【意見】
助成金は6万円と高い金額ではありませんが、1000円の講
演料を払って、100名が集まる講演会となるのか若干疑問
があります。
取り上げるテーマが、市川市民にどう貢献するのかが分かりに
くい。

【質疑】
・個人の思想、哲学などの普及は市民活動団体の支援とし
て補助金対象として疑問
【意見】
・市民活動、市民貢献による補助機制度の活用対応望む

【質疑】
なし
【意見】
この事業目的の記述が、具体的ではなく漠然とした感があ
り、違和感を覚えます。
また、地域課題で困っている人の対象もしかりです。
他の補助金対象の事業ではないでしょうか？

【質疑】
イベントの開催は今でないと駄目なのでしょうか。
【意見】
イベントについて、医療機関や医療従事者に負担を掛けて
しまう恐れがあることから、開催時期については、コロナのワク
チン注射を一般の方が接種できる時期に考慮してほしいで
す。

【質疑】
・森教学は、どのようなものか教えて下さい。
【意見】
なし

【質疑】
１．チラシ5,000枚の具体的な配布先については、どのよう
に計画されていますか。（質問理由）事業計画書の準備
スケジュール欄に予定配布先が記載されていないため。
２．団体概要調書によれば、前回の講演会は2018年度
実施で参加者は34名ですが、今回の講演会は100名の参
加を想定されています。参加者約3倍増の想定をされた理
由は何でしょうか。（質問理由）収支予算書の収入では、
参加費収入が全体の1/2以上であり、その確保が事業実
施に影響すると考えられるため。
【意見】

【質疑】
なし
【意見】
なし

団体からの回答について、別紙でお送りしております。
右記と併せてご確認いただき、交付可否に係る決議の判断材料としていただきますようお願
い申し上げます。

また、団体とのやりとりに係る経緯を下記に記載いたします。
①事務局より、審査会からの質疑・意見について伝達
②団体より回答の提出
③事務局より団体へ、補助金における対象事業の考え方を説明

∟主に「市に関わりや所縁があり市のPR等につながるものや、市民が日頃抱えている課題
を解決する事業が対象」となる旨を説明
④団体より申請書の修正、審査会への追加回答を受領

∟【修正内容】参加想定人数を100名から50名に修正されています。これにより収入額
が半減することから、補填を新たに会費充当から支出し賄うとのことです。

対象団体であるかについては、ガイドブックP.３～４における市民活動団体の要件を満たしております。
その他、下記の項目については、記載された視点を参考に、別紙となる団体からの回答等をご確認い
ただき、交付可否の判断材料としていただきますようお願い申し上げます。

【①対象事業であるかの視点から】
　ガイドブックP.5の事業要件「市内において実施するものであること」の定義である、市内に活動の拠点
があり（市の住民が中心となり）、その活動が市のPRやイメージアップ、又は市川市民の生活に何らかの
形で貢献するものであるか？
【②解決したい課題における視点から】
　本市における課題、市民に身近な課題であり、広く市民から地域の課題や問題が解決されるものであ
ると感じていただけるものであるか？
※ガイドブックP.5の対象事業の実施基準
（１）市の税金を使って補助金を出すのにふさわしい市民の理解が得られる事業
・事業実施団体として
∟市民が日頃の生活の中で抱えている課題や問題を、自主的自発的に解決、改善する

・事業に参加する市民として
∟地域の課題や問題が解決されると感じられる

【③対象が市民になっているか】
　対象を市川市民としていると感じられるか？
【④財政的自立の視点から】
　既に、過去開催している事業であるが、現に補助金を受けるに値する理由（事業の拡大、活動資金
の枯渇など）があると認められるか？

※交付をしている類似事業とその理由
類似事業として、「古事記に親しむ会」がございます。これにつきましては、「古事記・日本書紀・風土

記」を扱い、その中で市川市（国府台や若宮など）との結びつきがあり、市のPRやイメージアップにもつな
がるものであることから交付可となっているものです。

33 1回目の団体 108 劇団市川座

【申し送り事項】
・過去の事業実績もあり、これまで補助を受けている他
団体と同様の事業であることから特記事項はございませ
ん。

【主なコロナ対策】
必要経費を計上のうえ、万全な感染予防対策を実施
予定。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
・広報手段の「その他」が空欄ですが、具体的にはどういった
ことをされるのでしょうか？

【意見】
・演目の趣旨と市川市との繋がりがわかりやすく、とても意味
のあるプログラムだと感じました。

【質疑】
・2015年から活動を中止していた様子ですが、なぜ、このタ
イミングで、しかも5月の開催なのでしょうか。
・5月の実施で、500人の観客があつまるか心配ですが、す
でにZoomでの練習が進んでいるのでしたら、5月実施も可
能と思いますが。
・消耗品の感染防止剤（？）4万円が抽象的すぎるの
で、もう少し具体的にアルコール・フェイスシート等の　説明と
数の提示をお願いします。
【意見】
・緊急事態宣言も延期がされ、十分な練習ができているの
か心配があります。
・会場の半分の入場者の試算との事ですので、人数は問題
ないと思います。大勢の参加を期待します。

【質疑】
・事業活動からして、補助金事業ではなく独自の活動の基
盤があり、補助金適用になじまないのではないか
【意見】
・経験と実績をもって、専門的な技能集団として文化活動
を展開され事望む

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
イベントの開催は今でないと駄目なのでしょうか。
【意見】
イベントについて、医療機関や医療従事者に負担を掛けて
しまう恐れがあることから、開催時期については、コロナのワク
チン注射を一般の方が接種できる時期に考慮してほしいで
す。

【質疑】
・感染防止剤 40,000円の内訳を教えて下さい。
【意見】
なし

【質疑】

【意見】
・事業内容及び補助対象経費の積算項目は、妥当なもの
と考えます。なお、収支予算書の支出について、特に補助対
象経費の説明欄については、金額が比較的多いので内訳
などをもう少し詳細に記載するよう事務局で指導されても良
いのかなと思いました。

【質疑】

【意見】
・補助金収入＆その他助成金等に、それぞれ、３００，
０００円計上されています。
事務局のルールとして、重複した（＝同一内容事業）の補
助金等を受給しても、特に問題なしという理解でよろしいで
しょうか？（同一市の補助金であれば不可で、支給する
公共団体が違っておれば可とする？）
それとも、重複は認められないということになるのでしょうか？
・市民活動団体の構成要因とは、直結しないのかもわかりま
せんが、各申請書類の、連絡責任者欄、役員名簿欄に、
せめて、市名（市川市とか）だけでも記載していただくと
（現行黒塗り）、団体にかかわる所属（世話役の地域）
がわかって
理解が進むような気がしました。

【広報について】
①公演チラシの作成・配布とニュースリリース
②当劇団HP（間もなく完成）・フェースブック・ツイッタ―からの発信
③出演俳優・関係者個人からの発信
【活動の再開について】
「いちかわ文化ネットワーク」等での活動をメインに行っていたため、劇団市川座としての活動
は中止しておりました。令和3年度は、コロナ禍において市民が様々な活動を委縮する中
で、市民の心身を再活性させるために活動を再開いたしました。昨年10月より出演者募
集、Zoomによる稽古を開始し、5月公演に向けて準備をしてまいりました。
【今回の補助金の申請について】
公演は毎回赤字を覚悟で取り組んでいます。1％支援制度の補助を申請していたと思って
いたのですが、そうではなかったようです。前回まではこの補助金を明確に認識していなかった
だけで、申請すれば、赤字額が少なくて済んだのにと後悔しています。
【感染防止剤の内訳】
手消毒剤24本（12000円）、器具消毒剤4L（4000円）、フェイスシールド100枚
（10000円）、マスク300枚（3000円）、ウエットシート600枚（2000円）、ペーパー
タオル30個（3600円）、その他体温計など（5400円）
【補助金適用について】
劇団の公演収入としては、チケット販売収入・出演参加費・助成金補助金・寄付金などが
ありますが、現状では出演参加費の負担がまだまだ大きく、補助金適用をお願いして負担
軽減を図りたいと考えています。

【①対象団体であるかの視点から】
　ガイドブックP.３～４における市民活動団体の要件を満たしております。
【②対象事業であるかの視点から】
　ガイドブックP.5～６における事業要件および実施基準を満たしております。
【③解決したい課題における視点から】
　申請書の内容において、ガイドブックP.5の対象事業の実施基準（１）「市の税金を使っ
て補助金を出すのにふさわしい市民の理解が得られる事業」を満たしております。
・事業実施団体として
∟市民が日頃の生活の中で抱えている課題や問題を、自主的自発的に解決、改善する

・事業に参加する市民として
∟地域の課題や問題が解決されると感じられる

【④対象が市民になっているか】
　市民を対象にしております。
【⑤財政的自立の視点から】
　事業としては赤字を見込む規模であるとのことから、自立面において補助対象になるものと
認識しております。

申請
回数等

事業
番号

令和３年度　市川市市民活動団体事業補助金申請（一次募集）　審査事業一覧表　新規団体

団体名団体
番号 団体への確認内容または事務局からの回答 新規事業における交付可否に係る各項目の事務局における認識

各委員からの質疑・意見等
申請時、審査会への申し送り事項



令和３年度　市川市市民活動団体事業補助金申請（一次募集）　審査事業一覧表　継続団体

榎戸委員 工藤委員 土屋委員 柳澤委員 岩松委員 大西委員 松井委員 小野委員 鈴木委員 竹中委員

- - - 全団体に係るもの -

【申し送り事項】
・お諮りしたい事項がございます。
使用料及び賃借料については、「事前の打ち合わせは対象外（基本当日以外は対象外）」としておりますが、内

容がコロナ対策のための臨時的会議であった場合において、特例として認めるべきでしょうか？
　特例を設けすぎるのではとの懸念もあることから、ご意見をいただけますと幸いです。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
事業に対する助成ですので、事前の打ち合わせも対
象内と考えます。

【質疑】
なし
【意見】
自粛期間での活動について例外も難しいのでは

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
コロナ対策のためと正確にわかる場合は特例で良いと
思います。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
〇現状では事業を実施するにあたって、多くの場合感
染防止対策を行うことが必要と考えますが、一般的な
防止措置については、すでにパターン化されていて、実
施準備の一環として行われているのではないでしょう
か。したがって、「コロナ対策のための臨時的会議」につ
いては、補助対象経費として特例的に認めてよいとは
思いますが、一定の条件を付すことが必要と考えま
す。具体的には、事業の性質上マスク・消毒・検温等
一般的な措置以外の対策を講じる必要がある場合と
か、施設あるいは参加者など実施環境から別途対策
が必要である場合などに限定してはどうでし うか

【質疑】
なし
【意見】
左記、「事前の打ち合わせは対象外」は踏襲すべきだ
と思います。（特例を設けることは、各団体の諸事情
もあり検討対象が広がりすぎるのではないかと思いま
す）

　各団体の諸事情を加味することによる対象の広がり懸
念等のご指摘や、一般的な防止措置については既にパ
ターン化され実施準備の一環として行われているとのご指
摘の通りであると考え、令和３年度申請においても特例は
認めないものといたします。
　なお、一般化されていなかったと考えられる令和２年度
分の実績分においては、その必要性（事業の性質上マス
ク・消毒・検温等一般的な措置以外の対策を講じる必要
がある場合とか、施設あるいは参加者など実施環境から
別途対策が必要である場合等）が確認されたものについ
て特例として扱いたいと考えております。

17 6回目の団体 47 市民後見センターちば 指摘事項なし

【申し送り事項】
・お諮りしたい事項がございます。
オンライン講座で利用するZoomの使用料について、これまでは「団体の運営に転用可能である」との理由で認めら

れておりませんでした。しかしコロナ禍であることから、事業開催月の費用のみ認めるなどの柔軟性を確保すべきとの意
見もございます。このことについてご意見をいただけますと幸いです。
参考にはなりますが、他団体において、CADはサブスクリプション費用については必要月数において認めている事例が
ございます。

【質疑】
1) Zoom無料版では活動不可であることを明記して
いただけますか？（理由：基本的に1回４５分以内
であれば無料でもZoom使用できるので、有料版が
必要ということを明確にしていただく必要があると思う）
2) Zoomを「使用料及び賃借料」として、月当たり換
算での費用を証明するzoom契約書の提示は可能
ですか？　（質問理由：Zoom使用に対する認識の
確認、月単位の費用の提示可能性の確認を行いた
い）
【意見】
Zoom等のオンライン・ミーティングアプリは、コロナ禍で
困難となるNPOの活動を続行するためには必要なイン
フラだと思う。

【質疑】
なし
【意見】
コロナ禍をいつまでと考える必要があると思いますが、
現状Zoomの使用料も致し方無い気がします。

【質疑】
多くの講座（入門編、ステップアップ）は基本ネット開
催ということですが、コロナ終息などを想定して、それぞ
れ交通費（計３万円）機材賃借料・会場使用料
が計上されていますが、終息しなかった場合は、団体
で負担という想定でしょうか？（その他の補助対象の
項目ですでに申請額の15万円を超えていると思いま
す。）
【意見】
本事業終了までのサブスクリプションであれば、コロナの
事情を鑑み柔軟に対応して良いと思います。

【質疑】
なし
【意見】
対面での打ち合わせが、難しい状況ですので、Zoom
の使用料は、認めていく必要があると考えます。

【質疑】
制度利用への効果をどう見ていますか。資格者への依
頼者に繋がってはいないですか。
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
zoomの使用料に関しては、事業開催月は認めるの
はや無負えないと思います。

【質疑】
zoomの有料コースにする必要性があるのか？過去の
実施において、同時に１００人以上の対応(講座開
催時に入場した人数)があったのか？　ステップアップ講
座費用が前回は1000円で今回は500円なのはなぜ
か？
【意見】
主催者の考えや活動を尊重した上で意見を申し上げ
ます。ネットを活用した活動も今後は必要だと思われ
ますが、補助金の申請有りきではなく、zoomを使用
する場合は、無料コースなどを使う考え方も必要なの
ではないでしょうか。

【質疑】
なし
【意見】
全てネットで開催する場合は、報償費・交通費・通信
運搬費・使用料及び賃貸料、積算根拠が異なります
ので、見直して下さい。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
Q１　　Zoomの使用頻度は？何日/月、何回/日）
Q2　内、当該活動団体にかかわる使用頻度は？
【意見】
Zoom等の利用は、コロナ禍でもあり、時代の流れと
思います。　原則OKと思いますが、使用に関し何かの
歯止めもも考慮すべきと思います。（月のうち当該市
民活動団体のみに使用した場合は月割りに、月のう
ち他の事業でも使用した場合などは、費用を案分する
とか、オンライン講座時間のみ使用料を負担し、事前
打ち合わせ・事後反省会分は対象外とするとか？）

【Zoom有料版】
高齢者の方々とZoomを使用して、相談会等を行うためトラブル等が多々あります。また、相手の心を解きほ
ぐしながら相談をお受けしていますが、45分以内にすべての相談等を解決することは困難でありますことから有
料版での運用を考えております。昨年より当会の各種会議はZoom無料版を使用しており、使用感などを含
め内部検討した結果、今回の有料版の申請になっております。相談会は１時間３０分、ステップアップ講座
は２時間３０分～３時間、出前講座は１時間３０分を予定しております。
【Zoom契約書の提示】
毎月の相談回答でZoomの使用を予定しております。費用は年間使用（1,675円×12ヵ月＝20,100
円）となりますので、月あたり換算することは可能かと思います。また、契約書の提示も可能かと思われます。
【コロナ終息しなかった場合】
基本はネットでの開催のため、依頼者から対面での依頼がなければ、交通費や会場使用料の支出はありませ
ん。
このコロナ禍が終息するのか、悪政で悪化、期間が延びる可能性があるかは、一般国民の関心事でありま
す。それは、法人、団体としても同様で、どのような活動を展開していくのかに頭を悩ます日々です。コロナ禍
が、終息しなければ、会場の公民館も使えませんし、今年度と同じく実際の講座は中止せざるをえません。ま
た、公民館の休館は解除されても使用人数が限られてしまいます。会議、内部勉強会、相談会等は開催可
能ですが、補助金の規定の人数（外部講師の報償費の最低参加人数）を超える会場は、ほとんどありませ
ん。さらに、参加者の意識の問題もあり、予防接種が国民の５０％は超えていかないとなかなか、実際の講
座に来場されるのは、ハードルが高いのではないかというのが、当会の見解です。
【制度利用への効果】
全体像については、過去にもお話ししておりますように、１０年ほど前、見向きもしなかった社会福協議会が市
の委託という財政の保障によって成年後見活動をされています。その市民後見人の方の中に当会講座を受
講された方が複数人いらっしゃるということは現実です。地道な活動が、結果的に市内の成年後見活動の基
礎になったことで、当会の活動の意義には、疑いはありません。
【ステップアップ講座】
過去に100人以上の企画を行ったことはあります。（Zoom有料版の質問につきまして、別回答をご覧くださ
い）いつも参加費については、頭を悩ますところです。一定の参加者数がないと報償費が認められないというこ
とになります。今回初めてのリモート講座なのでその宣伝も含め、予想できないことも多くあります。そんな中で
様子見も含め、参加しやすい金額にしようとのことで「５００円」設定しています。
【Zoomの使用頻度】
使用頻度は、ネット相談会・入門・出前講座（毎月２～３回予定）、ステップアップ講座（11月1回）で
の使用を予定しております。当会の会議等では昨年よりZoom無料版を使用しております。

　Zoomの使用料については、各委員からの御意見やコロ
ナ禍を鑑み、「有料アカウントの必要性」及び「Zoom契
約画面の提示」が確認できた場合に限り、事業実施月分
のみに限り認めることといたします。

18 5回目の団体 54 アンサンブル市川 指摘事項なし

【申し送り事項】
・お諮りしたい事項がございます。
広報宣伝活動については、例年同様市内に限って行うことから、観覧者においては、必然的に市民が多くなると考

えているとのことですが、例年開催している市川市文化会館が改修中であること、また新型コロナウイルス感染予防の
観点からも同規模の施設が市内に無いことから、習志野市の施設で開催予定となっております。
　理由（市川市文化会館改修中）があるものの、市外での開催であることについて、先にお諮りした、新規団体「い
ちかわ発見伝」における榎戸会長からの意見を参考に、ガイドブックP.5の事業要件となる「市内において実施するも
のであること」を以下のように改めて定義し、

■「市内において実施するものであること」の定義
市内に活動の拠点があり（市の住民が中心となり）、その活動が市のPRやイメージアップ、又は市川市民の生活

に何らかの形で貢献するもの

これに該当、すなわち市民の課題を解消する事業とするために、条例第8条第3項に基づき、以下の条件を付けた
方がよいのではないかと考えておりますので、ご意見をいただけますと幸いです。
＜付す条件＞
　受益対象者（参加市民）のうち、市川市民の割合が5割以上であること。
※5割を下回った場合には、交付決定を取消ものとします。

<理由>
市外での開催であることから、市川市民以外の住民が主な参加者となることは、当該補助金の趣旨からそれてしまう
ため、一定の市内参加者の条件を付す必要があると考えております。

【質疑】
なし
【意見】
1) 市川市民の割合の確認方法を明記していただくこ
とが必要だと思う。
2) 改修は市側の事業であり、当該NPOはそのために
活動制限を受けることになるので、正確に５割ラインを
使用しなくても、５割程度という条件づけにしてはどう
か。

【質疑】
なし
【意見】
市川市文化会館が改修中であるという団体外の要
因で市外実施になるものであり、５割という条件は良
いかと思います。ただし、今回は習志野市で開催され
るものであり、市川市民がどの程度足を運ぶか若干の
疑義もあり、かなり緩くても構わないので市民の最低
参加人数を条件に付す事は出来ないのでしょうか。

【質疑】
例年の指摘事項を改めてお聞きします。入場料の徴
収や募金箱の設置などを行わず、会の会費と市の補
助金収入で事業を運営されています。団体の資金面
の自立性は審議における大きなポイントとなりますが、
今後市の補助金が見込めなくなった場合の団体として
の事業構想をお聞かせください。

広報計画に「広報いちかわ」の掲載がないのはなぜで
しょうか？（積極活用された方が良いと思います。）

事業の収支予算書の印刷製本費（5万円）はプロ
グラム700部のみありますが、外注ですか？積算根拠
として説明をもう少し書いた方がわかりやすいと思いま
す。
【意見】
習志野市文化ホールの使用料（30万円）が市川
市文化会館の使用料と比べて妥当かどうかの判断は
いるかと思いますが、定義について同意します。

【質疑】
なし
【意見】
申し送り事項にあるご提案に賛成です。

【質疑】
なし
【意見】
市民への貢献（事業要件）要素が高く市民活動推
進評価

【質疑】
なし
【意見】
定義に該当，付す条件をつけるのであればよろしと思
います

【質疑】
第３７回から第３８回の参加人数が半減したのは
なぜでしょうか？第３６回(2018年10月)の参加人
数が約1150人に対して今年の10月開催のプログラ
ムは700部(制限人数700人)の根拠は？
【意見】
主催者の考えや活動を尊重した上で意見を申し上げ
ます。条例第８条第３項に基づき以下の条件を付け
る事に賛成で演奏会の開催も賛成です。しかし、現
在４月の開催に関しては、コロナのリバウンドなどが危
惧されており、開催は１０月に検討してはいいのでは
ないでしょうか。１０月の開催まで演奏者・観客など
関係者は予防対策(食事会など少人数の集まりには
参加しない)を心がける必要があると思われます。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
〇習志野市の施設での開催を、条件を付したうえで
認めるという考え方について、賛成します。

【質疑】
コロナ禍、動画配信という手法が、多くのイベントで使
用されていますが、会場使用の代替として、動画配信
の可能性はありませんか？
【意見】
市外の施設利用となれば、自然と、市民参加が少な
くなることが懸念されます。会長のご意見に賛同いたし
ます。　　動画配信を推進していただければ、三密も
解消されるし、コロナ禍、いい方法ではないでしょう
か？

【今後の事業構想】
市の補助金が見込めなくなった場合は、今まで通り団員からの会費のみで運営してまい
りますが、補助金のより団員の負担を補うためのものと考えています。
【広報いちかわ】
今回は市外の会場のため、市の広報への掲載は不可能と考えておりました。可能であれ
ば利用させて頂きます。
【印刷製本費】
外注になります。
【参加人数の半減、プラグラム数の根拠】
38回の参加人数半減についてははっきりとした原因は判明していません。ただ、非常に悪
天候であったことは原因の一つと思われます。10月の700人はコロナ感染症の対策で
ホールの入場制限をしているため、プログラム数も700部となります。
【動画配信】
演奏を届けるだけが目的ならば動画配信は有効な手段であると思われます。しかし我々
の活動には、生涯教育の一環という面もあります。演奏を聴く側が一般市民なら、届け
る側もプロではない一般市民です。そのような人々が一体となって感動を分かち合うとい
う意味は大きいと思っています。もちろんコロナ禍ではなかなか難しいことだと思いますが、
可能な限りの対策のうえで出来る限り有観客にこだわりたいと思っています。

　各委員の御意見を参考に、以下の条件を付すことにい
たします。

＜付す条件＞
　受益対象者（参加市民）のうち、市川市民の割合確
認方法を確立し、また、市川市民の割合が５割程度であ
ること。

20 5回目の団体 65 平和を見つめる写真展実行委員会 指摘事項なし

【申し送り事項】
・経費に関する補足説明
講師は以下の3名を予定しています。
1. 日本原水爆被害者団体協議会事務局次長 児玉三智子氏 （広島原爆体験）
2. 元沖縄県郷土隊永岡部隊兵員 翁長安子氏 （沖縄戦証言）
3. 墨田区図書館館長 髙村弘晃氏 (東京大空襲研究)
チラシについては下記の予定です。
〇チラシ 3 万枚  44,000 円 市内小中学校約 20,000 枚※、残約 10,000 枚をポスティング 〇ポスター200
枚 11,000 円 市川市立小中学校 57 箇所及び市営・私営施設 市内小中学校 57 校への配布枚数は 4 月
1 日の在校生数+予備約 200 枚として算出します。
・お諮りしたい事項がございます。
コロナ禍を加味し、これまで文化会館やI-linkで開催してきた展覧会を、全てインターネット上で開催（事業単体

としてのホームページを作成）する事業となります。
　先にお諮りした、新規団体「いちかわ発見伝」における榎戸会長からの意見を参考に、インターネット上における事
業開催についての考え方をまとめ、これに該当することから補助対象として認めることについて、ご意見いただければ幸
いです。
■インターネット上における事業開催の考え方
「市内において実施するものであること」の根拠は、市内に活動の拠点があり（市の住民が中心となり）、その活動

が市川市民の生活に何らかの形で貢献するものと改めて定義し、インターネットによる配信が、第一義的に市川市民
にとって価値ある情報の提供、又は市川市民を対象にした内容である場合には補助対象とする。
【団体への確認事項】
・市民の参加人数を把握する方法
サーバーのオプション機能としてWeb総閲覧数のうちトップページのページビュー数を当該事業の参加人数としま

す。この中で、ホームページ内に「市内・市外」のチェックボックスを配置しすること、また閲覧者に対しアンケートへの記
入を要請することによって把握します。
・コロナ禍を脱した際の考え
今回の策は、コロナ禍のリスクを回避するためのやむを得ない一時的な形態変更となります。「一時」がいつまでかは

【質疑】
なし
【意見】
インターネットでの市川市民の参加者がある一定規模
であれば（あるいは継続していると言える規模であれ
ば）、市民以外の参加者が大幅に増えるのは良い事
ではないか。市川市NPOからの情報発信の拡大という
意味で。当然のことながら、全国から参加があれば市
川市民の参加者数を大幅に上回ることも考えられる
ので、単純に市民VS市外参加者数の割合では活動
の意義を判断できない。いずれにしても、会場開催が
再開されても、インターネットでの発信も有孔に続けて
いただきたい。

【質疑】
なし
【意見】
コロナ禍の現状でなかなか難しい点が多々ございます
が、アンケートの回答数や性善説にたてばご指摘のよう
にチェックボックスの配置によるアンケート記入しか無い
のかと思います。

【質疑】
インターネットを活用したオンライン写真展は何をもって
成果と考えますか？閲覧数以外で何か考えられます
か？

どのくらいの人たちに閲覧されたら一応の成果があったと
考えますか？閲覧数などどのくらいの数値を目標にして
いますか？

写真のアーカイブ後の活用方法は何かありますか？
【意見】
インターネット上における事業開催の考え方について同
意します。

【質疑】
なし
【意見】
補助金の対象と認めることを、了解します。

【質疑】
参加予定者（前回実績、今回予定）とDM600枚
の効果歩留まりはどう期待していますか
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
インターネット上の事業開催について、記載してある考
え方に同意します。

【質疑】
公開する画像などの資料の中に市川市に関する素材
は、どのくらいありますか？
【意見】
主催者の考えや活動を尊重した上で意見を申し上げ
ます。告知は市川市内だけのようなので閲覧者もほぼ
市川市民に限られると思われます。ネットを使った展示
会(活動)は今後も増えてくると思われるので運用方法
など情報収集にも協力していただきたいと思います

【質疑】
通信運搬費のはがき600枚は、どこに送られる予定か
教えて下さい。
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
〇補助対象事業として認めるという考え方について、
賛成します。

【質疑】
なし
【意見】
会長の意見に賛同いたします。

【写真展の成果の指標】
同サイトに設置したアンケート、および他団体や個人のサイトへのリンク、SNSへのシェア
数などを考えています。
【閲覧数について】
ホーム(扉のページ)への1,000アクセス以上を目安としていますが、初めての試みのため
想定はできません。その結果は、この形式による写真展の今後の展開への指標となると
期待しています。
【写真のアーカイブ後の活用方法】
写真掲載はテーマ毎に行うもので、その後も、テーマを変えて展示することが可能と考えて
います。また、今年度以降のコロナ渦の収束後に実際の会場展示も想定しています。
【DM600枚の効果】
閲覧した市民と対面するわけではないので、DM発送者が閲覧したかどうかの判断は厳
密にはわからない。しかし、形式と方法を変えながらもこの活動を継続していると伝えるこ
とにも大きな意味があり、その後の実写真展への集客にも繋がると考えています。
【はがきの送付先について】
DMはがきは、過去数回にわたって同写真展に来場された市民および協力・協賛を賜っ
た個人と企業から抽出して発送します。
【市川市に関する資料について】
戦時中の写真約30点と、空襲被害の市内地図など。また、WEB講演ビデオでは市川
市民の講師を取り上げる。

　各委員からの御意見を鑑み、当初申し送りさせていただ
きましたインターネット上における事業開催の考え方に基づ
き、対象事業として対応していきたいと考えております。

■インターネット上における事業開催の考え方
「市内において実施するものであること」の根拠は、市内

に活動の拠点があり（市の住民が中心となり）、その活
動が市川市民の生活に何らかの形で貢献するものと改め
て定義し、インターネットによる配信が、第一義的に市川
市民にとって価値ある情報の提供、又は市川市民を対象
にした内容である場合には補助対象とする。

28 5回目の団体 90 市川子どもわくわくネットワーク 指摘事項なし

【申し送り事項】
・例年の事業に「映画上映会」が追加されて申請されていることから、審査会の審査対象となる事業内容の変更
（追加）に当たるため、お諮りするものです。
なお、例年の事業のみの費用で既に上限額に達しており、追加経費を加えたことによる補助金額の増加はしないこ
と、また、経費科目に関する審査は事務局による形式審査済で問題がないと確認していることを申し添えます。

【質疑】
なし
【意見】
「軽微な変更」という解釈でよいのではないか。

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
横のつながりを大切にされているということでお聞きしま
す。映画上映会で、（参加者が）「地域や社会につ
いて語り合う機会をつくる」「参加者同士で課題の共
有を行う」とありますが、具体的にどういったことをされる
のでしょうか？上映後にワークショップ、グループディス
カッションなどをされるのでしょうか？横のつながりを生む
ために映画上映会でどういった工夫をされるのかお聞か
せください。
【意見】
なし

【質疑】
なし
【意見】
内容了解しました。

【質疑】
なし
【意見】
3年度計画（5月より）の計画は実施可能実現性
が疑問

【質疑】
なし
【意見】
なし

【質疑】
インク代などは団体運営に係るのは？製本は誰が作
業するのか？報償金の額は正しいか？費用(例えば、
交通費７００円が１０００円など)が上がっている
根拠は？
【意見】
主催者の考えや活動を尊重した上で意見を申し上げ
ます。コロナ対策を万全に行って開催をしていただきた
いです。開催は、なるべくコロナが落ち着いてからを希
望します。

【質疑】
なし
【意見】
「いちかわ☆つながるカフェ」の講師は、全て有識者の
話題提供で計画されていますが、何回かは、他の活
動団体のリーダーを講師として招いて、具体的な活動
状況及び問題点を伺う活動をすれば横のつながりを
深める方策の一助となると思いますので、ご検討をお
願いします。

【質疑】
なし
【意見】
〇例年実施事業のみで補助金上限額に達しているこ
とと事務局での形式審査で問題ないということから、今
回新たな事業を追加した申請については問題ないと
思います。

【質疑】
なし
【意見】
経費等に変更がないため、特に異論はございません。

【映画上映会での工夫】
・上映後に複数グループに分かれてグループディスカッションを行う予定でいます。
【インク代・製本・交通費】
・インク代については、つながるカフェのチラシ作成及び資料印刷に充てる予定でいます。
なお、印刷製本費のチラシ印刷等は、主に映画上映会・こどもみらい会議用に充てる予
定です。
・製本を行う予定はありません。
・報償金については、実際にお呼びする講師によって下がる可能性もありますが、現時点
では妥当だと考えています。
・交通費については、例年通り700円に訂正させていただきます。

団体への確認内容または事務局からの回答 お諮りした事項における事務局の考え方申請
回数等

事業
番号 昨年度指摘事項と改善状況 申請時、審査会への申し送り事項団体名団体

番号
各委員からの質疑・意見等



事業
番号

団体
NO.

団体
分野

事業
分野

団体名 回数 事業名 事業概要説明 実施時期、方法、場所 事務局所見及び団体確認事項

1 9 1 1 ウェスタン・マジッククラブ市川 5

マジックで子供からお年寄りまでの生きがい作り事業 マジックを通して、子どもからお年寄りまでのふれあいの場を
作り、市内各地域の方々に夢と元気を与え、生きがいづくりに
貢献します。あわせて、明るい町、楽しい社会づくりに貢献し
ます。マジックは特に指先を使うので全身の血行を促し、脳細
胞を刺激して頭の回転を良くします。ストレスを解消し、健康
な毎日を送ることが出来るのです。マジックでの慰問、教室、
発表会の開催を通してアピールしてまいります。

令和3年度：要請のある場所で出張実演予定
・回数　　　　　　　　  90／年
・延べ観客数　　　3,000人／年
・延べ出演人数　　　300人／年

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

2 10 7 7 緑のみずがき隊 6

環境教育プログラム『みどりの寺子屋』『緑の楽交』 失われつつある、水田や池な湿地の生き物と直接触れ合える場
をより多くの方に提供し、自然観察や教育水田の稲作、地域の
伝統行事などの体験を通じて、自然環境に対する意識を高め地
域の歴史・文化を大切にする心を育てます。

令和３年４月～令和４年２月、１１回。みどりの寺子屋
（北方生きもの子どもミニ自然園）および緑の楽校（大柏
川第一調節池緑地）。
みどりの寺子屋：北方生きもの子どもミニ自然園（北方町
４丁目付近）
緑の楽交；大柏川第一調節池緑地（北方遊水池）

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

3 14 1 1 アシカちゃんクラブ 6

知的障害児・者の為の水泳療育 知的障がい児・者の健やかな成長を願って水泳指導による機能
訓練及び水泳技能の向上と会員相互の親睦を図ることを目的と
する。水泳指導により障がい児・者の心と体を育てていく。障
害児・者にとって水泳活動は心身共にリラックスできる大切な
機会であり、そこでの訓練により、心と体の成長に大きな効果
がある。また、親子で水泳療育を行うことにより、親子、会員
相互の親睦を図ることができる。

令和3年4月～令和4年3月　月2回（第2、第4土曜）　ク
リーンスパ市川　（25mプールの2レーン使用　午前10～
11時）

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

4 16 3 3 まちのすみかの会市川支部 6

市川健康都市講座 認知症の予防・改善に絶大な効果をあげている「心身機能活性
化運動」を導入するとともに、認知症の原因の一つとも言われ
ている高齢者が家庭に閉じこもることのないよう様々なイベン
トを企画し、高齢者の外出の機会を増やすとともに広く市民一
般の教養に資するための「太巻き祭りずし調理体験会」「ライ
アーに親しむ会」を開催する。新型コロナウイルス感染防止の
観点から、感染状況等によりイベント毎に実施の可否を判断す
る。

毎月1回、心と体の健康運動教室を市川公民館や木内ギャラ
リーで開催。
5月29日（土）には、木内ギャラリーにてライアー（天使
の竪琴）に親しむ会を実施。
11月29日（土）には、市川公民館にて太巻き祭りずし調理
体験会を実施。

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、感染状況による公共施設閉鎖の場合
には事業中止も視野に、基本的な予防対策を実施予定との
ことです。

5 18 1 1 MOA食育ネットワーク千葉・ハピネスクラブ 6

健康を守る自然食中心の食育推進事業 元気になる食事法を中心として、心身ともに健康な町作りを主
目的に各種の活動を展開します。身体の健康食育活動や個々の
健康に関する事業を展開し、楽しく参加することで身体の免疫
力を高め、心身ともに健康な生活を維持していくことを期待し
ています。

令和3年4月から令和4年3月まで。
・食育セミナー、食養生研修（4,6,11,12月を予定）
・見学バスハイク（5月、2月）
・自然農法体験会、健康チェックセミナー（10月）
・市の健康フェスタや市民祭りへの参加（10月、１１月）
・おせちづくり、手前味噌仕込み（12月、2月）

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

6 19 6 6 古事記に親しむ会 6

第２回古事記に親しむ会　講演会 日本最古の古典「古事記」による日本神話、伝説、天皇の系譜
等の日本文化・精神は日本人の誇りである。全国的に著名な講
師・三浦佑之先生を招聘し、広く市民に古代文学を普及するこ
とを目的としている。

令和3年10月2日（土）　13～17時　全日警ホール 事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

7 20 13 13 NPO法人市川子どもの外遊びの会 6

子どもが安心して自由に外遊びするためのプレーパーク事業 どんな状況の子どもでも参加できるプレーパークを行うことに
よって、子どもが安心して自由に外遊びできる場を設ける。学
校や家庭以外の環境で、遊びを通して様々な人間関係を構築で
きる場を作る。

2021年4月～2022年3月（8月・2月を除く）、毎月第2、第
4土曜　　宮久保プレーパーク

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、感染状況によっては中止も視野に、
ソーシャルディスタンス・消毒・マスク・検温などの基本
的な予防対策を実施予定とのことです。

8 21 6 6 いちかわ市民ミュージカル実行委員会 5

いちミュー文化祭2021 2002年から隔年開催している「いちかわ市民ミュージカル公
演」に参加した市民の中から、劇団・ダンス・合唱団などたく
さんのサークルが誕生しました。2013年からは、こうしたサー
クルが一堂に集まり、「合同発表と交流会」を開くようになり
現在まで続ています。当該事業は、三世代市民がサークル活動
を通して自己研鑽を図り、同時に市民芸術文化活動の発展を通
して「市民文化の花咲くまちづくり」に寄与することを目的と
しています。

令和3年6月19日（土）、20日（日）で3部構成
場所は全日警ホール

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策、室内であることから
換気等を徹底するとともに、インターネットによる同時中
継を試みるとのことです。

9 25 13 13 市川ジュニアＢリーグ 6

子どもの健全育成を図る小学校低学年野球大会の開催事業 市内の小学校4年生以下の低学年児童を対象にした野球大会を提
供することを通じ、低学年児童が野球の楽しさを感じ、仲間と
集う喜びを体験できるようにすることにより、青少年の健全育
成に寄与することを目指します。

令和3年4月～令和4年3月、少年野球大会の実施、柏井少年
広場

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。



10 31 3 3 鬼越ふるさと会 5

真間川歩け歩け大会 地域の活性化やふれあい、健康づくりを目的とした交流事業と
して本事業を行う。本年で28回目を迎えるこの大会も地域に定
着し、年々ウオーキングを通じて、ふれあいや協力、助け合い
の心が醸成されている。参加は地域、年齢に関係なく誰でも参
加でき、例年多数の親子づれやお年寄りなどが参加しており、
交流を通じてふれあい、助け合いの精神が醸成され、加えて心
身ともに健康づくりの一助となる。

【実施時期】令和３年５月１６日（日）または１０月７日
（日）
【対象者】地域・年齢問わず誰でも参加自由
【実施場所】
①5kmコース・・・市川消防署～昭和学院～鬼高小学校
②10kmコース・・市川消防署～真間山てこな～鬼高小学校
★ゴールの鬼高小学校校庭では、昼食を囲んで参加者同士
が交流。

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

11 33 13 13 いくじネットいちかわ 6

親子の絆づくりプログラムBP”赤ちゃんがきた！”開催事業 2ヶ月～5ヶ月までのお子さんを初めて育てているお母さん向け
に、親子一緒に参加してふれあいながら、育児のなかでうれし
かったこと、困ったこと、親としての迷いなどを話し合い、こ
れからの子育てに必要な知識を学ぶ、参加型のプログラムを4回
連続で開催することによって、子連れで外出することに慣れ、
子育て仲間を作り、子育て情報を収集する方法を知るきっかけ
を作ることを目的とする。
新型コロナウイルスの影響で、子育て施設の閉館・利用制限
等、子育て仲間作りができにくくなっているため、回数を３回
に増やし、いつ出産されても参加できるようにする。

６月、11月、2月（予定）
男女共同参画センター、市川市教育会館、新井地域ふれあ
い館（予定）

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、感染が拡大した場合にはオンライン
での開催も視野にソーシャルディスタンス・消毒・マス
ク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

12 34 13 13 子育て応援メッセ実行委員会 6

子育て家庭・妊婦さん向けイベント開催事業 市川市での子育て支援は、行政はじめ民間の団体、サークル活
動など活発な取り組みがなされています。しかし、まださまざ
まな状況の家庭にまで、支援や情報が行き届いていなかった
り、どう利用してよいのか戸惑うなど、課題も多く、コロナ禍
でますます子育て家庭に情報が届きにくくなっています。
これらの課題を解決するためにも、さらに、支援者同士の連携
を深めて、多様な情報伝達回路を構築していくことが必要で
す。このために、イベント開催準備を兼ねて、支援者交流会を
開き、お互いの情報を共有し。積極的な情報発信を促します。
情報提供は、冊子やインターネットからではなく、直接対面し
て相手のニーズを聞きながら提供することが大切です。感染予
防対策をしたうえでの対面式のイベント開催を第一とし、状況
によってはオンライン開催も選択肢にいれながら、このコロナ
禍で妊娠・出産された方たちを、地域みんなで支える活動を引
き続き実施していきます。

6月下旬または7月上旬 子育て応援メッセinいちかわ開催
9月5日 ハッピーマタニティフェスタinいちかわ開催
子育て支援者の交流会を計5回開催

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、少人数での開催とし、状況によって
はオンライン開催を視野にソーシャルディスタンス・消
毒・マスク・検温などの基本的な予防対策を実施予定との
ことです。

13 35 13 13 特定非営利活動法人　いちかわ子育てネットワーク 6

子育てに関わる人たちのためのレベルアップセミナー開催事業 子育てに係わる活動をしている人たち向けに、日ごろの課題解
決につながるセミナーを実施し、セミナー受講者がつながりを
作ることによって、新たな子育て支援施策やサポートを生み出
すことを目指します。

10月頃コロナ禍での情報提供について、2月頃当事者に寄
り添う相談業務について、市川市内の公共公民館（全日警
ホール等）で実施。

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

14 36 13 13 子育て交差点実行委員会 6

子育て交差点行徳開催事業 行徳地区で子育てを応援する団体・個人と子育て家庭をつなぐ
イベントを開催し、子育て中の人に情報収集や息抜きの場を提
供すると同時に子育て支援者のネットワーク作りを目指しま
す。年一回イベントを開催することにより、スタッフとして関
わる支援者同士の交流が深まります。また、イベント参加者
も、行徳地区の子育て支援拠点の雰囲気やスタッフの顔がわか
ることで、拠点やサービスを利用しやすくなります。コロナ禍
で制限されることが多くなりますが、このような状況下で不安
な思いをしている人たちに寄り添えるよう工夫します。また、
打ち合わせを兼ねて支援者交流会を開催し、情報を共有し、そ
れぞれの発信網から子育て家庭に情報が届くようにします。

打ち合わせを兼ねた支援者交流会（9月、10月、12月）、
子育て交差点を11月11日に開催（行徳文化ホールI＆I、行
徳公民館）

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、時間を区切っての申し込み制とし、
ソーシャルディスタンス・消毒・マスク・検温などの基本
的な予防対策を実施及びオンラインによる情報発信も検討
予定とのことです。

15 37 7 7 NPO法人市川にオオムラサキを生息させる会 6

オオムラサキの飼育活動を通しての自然環境保全啓蒙事業 市川市民 特に幼児・児童を対象に絶滅状態にある国蝶 オオムラ
サキの飼育活動通して都市化により悪化している自然環境改善
と保全の重要性を体験させ啓蒙する。

通年（４月～８月）
中山小学校、若宮小学校、大柏小学校、若宮幼稚園、富貴
島幼稚園、市立市川自然博物館

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

16 41 1 1 なのはな奉仕会 6

高齢者施設への慰問事業 老人ホーム、デイサービスセンター、病院、地域敬老会、こど
も館等で民謡･歌・日舞・かっぽれ・フラダンス・手品・小太
鼓・ハーモニカ・皿回し・銭太鼓・南京玉すだれ等の演技披露
や施設入所者の方々と音楽に合わせ軽い体操を楽しく実施

老人ホーム、デイサービスセンター、病院、地域敬老会、
等の高齢者が対象です。老人ホーム、デイサービスセン
ター、病院、地域敬老会等市内の指定された場所で、月５
件～８件程度、演技披露する。

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施しつつ、感染状
況を見極めて事業実施予定とのことです。



19 57 7 7 国分川鯉のぼり実行委員会 5

国分川鯉のぼりフェスティバル 「甦れ清流」をスローガンに、「国分川・春木川の浄化」と
「子どもたちの健全育成」を願って、今年は改めての第30回を
迎えます。昨年30回記念大会は、コロナ禍に伴い断腸の思いで
中止いたしました。
本フェスティバルの開催は今では市内はもとより、県内、県外
からも大勢の来場者が訪れ、市川市北部を代表する風物詩とし
て定着しました。特に施設の高齢者や幼稚園、小学校の大勢の
子ども達の笑顔を見られることは、私達実行委員の喜びとする
ところです。また、一般財団法人地域活性化センターが主催す
る「令和元年度ふるさとイベント大賞」の次点を受賞しまし
た。
今回は、「3密回避」などニューノーマルの徹底PRも加え、一
刻も早い収束を願う鯉のぼりの小規模掲揚の自主開催としま
す。
鯉のぼりの会場には、小規模ながら悠々と泳ぐ100匹の「まご
い」「ひごい」が会場周辺を散策する方々を魅了し感動を与え
ています。

小規模掲揚にて4月29日～5月5日
中国分3丁目国分川調節池、中池、多目的広場周辺

事務局にて形式審査済。
新型コロナウイルスの影響により例年からは規模を縮小し
た事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施及び、散策者に
対しても予防対策の呼びかけを実施予定とのことです。

21 68 3 3 元気！市川会 6

千葉県の玄関口に相応しい、風格・賑わい・活気溢れる街づく
り

①市川駅北口駅前イベントステージによる「街の魅力の向上」
を実現 ②市川駅北口シェルター・歩道の美観維持（清掃・手入
れ・装飾）で街の景観劣化防止　③放送設備・LED文字放送設
備の運営で地域情報・市民力向上を目指した情報の提供　④自
転車運転マナー向上運動で市民力の向上 ⑤公共交通機関を活用
して市川駅及び周辺以外の市民に対して活動の啓蒙 ⑥市川駅南
北口花壇・プランターの清掃、手入れ等で景観の維持

令和3年4月～令和4年3月　市川駅周辺地域 事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

22 70 6 6 認定特定非営利活動法人いちかわ市民文化ネットワーク 6

チャレンジド・ミュージカル第13回公演 市川市民を主な対象に、障害のある人もない人も、子どもも大
人も一緒になって創る・楽しむチャレンジドド・ミュージカル
（４年前より２年に一度開催）の第13回目の公演。公演を通し
て参加者の表現力の向上と自己肯定感を高め、社会参加と社会
貢献を促進するとともに、障がい者と健常者の壁を超えた新し
い芸術概念「ユニバーサル・アート」を創出し、文化的なまち
づくりと国際交流にすることを目的とする

令和4年2月5日（土）16:00、6日（日）11:00と15:00 2日3
回公演　行徳文化ホールI＆I

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

23 73 6 6 いちかわ歩こう会 6

健康づくりのための”ウオーキング実践” 　「いちかわ歩こう会」は、過去5回の補助金制度を有効に活用
させていただき、「健康づくりのための“ウオーキング実践”」
は、5年間で参加者の数は、約1.3万人を超えて参加者の大半の
方が毎月の事業（ウオーキング）を大変楽しみにしている。①
ウオーキング年間26回を予定②コースマップ作成③市川市江戸
川ツーデーマーチへの協力（今年は中止）④事業案内の作成し
市川市公民館等へ配布⑤事業開催のスタート前にコース説明・
ストレッチを実施、ゴール後は、クーリングダウンで身体を解
す。

2021年4月～2022年3月、毎月1回～3回実施・年間26回実
施予定、
江戸川河川敷から一般道（市内一円及び近郊）

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策及びゴール後の密集密
着を避けるよう呼びかけを実施予定とのことです。

24 75 10 10 認定特定非営利活動法人　市川市ユネスコ協会 6

ユネスコ市民公開講座 　ユネスコのボランテイア活動を広く市民に理解して頂く目
的。　ユネスコは国連の教育科学文化の専門機関で、持続可能
な社会の実現のために活動をしています。ユネスコ市民公開講
座では平和・環境・世界遺産等の演題で専門講師を招きまた
ワークショップ等で一般市民にユネスコの活動の理解を深め
て、市民レベルで持続可能な社会の実現の為に何が出来るかを
考えて頂く。

8月15日予定。（抽選結果により前後）
男女共同参画センター研修室予定

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

25 76 6 6 リズムパーク 6

音楽療法とアフリカンリズム統合プログラムによるワーク
ショップコンサートシリーズ

　障がい、不登校など様々な困難をかかえた子どもが増えてお
り、家族や教育、福祉スタッフは適切な支援方法を求めてい
る。音楽療法は日本では社会認知が遅れており専門スタッフも
育っていない。限られた施設や病院で実施されてはいるが、誰
もが参加できるコミュニティの実施は少ない。本事業は独自開
発の「音楽療法とアフリカンリズム統合プログラム」による地
域支援を全国各地で実施し、実績経験を持つ２名の講師によ
る、実践的、継続的な研修シリーズである。「自然な感情整
理」「心身の活性化」を促し、人と人の心をつなぐ。他者尊重
から自尊感情の獲得へとつなげ、地域や様々な現場での相互理
解が進み、市民活動の振興に貢献することを目的とする。

令和3年5月5日、12月5日＠全日警ホール 事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、人数を制限し、ソーシャルディスタ
ンス・消毒・マスク・検温などの基本的な予防対策を実施
予定とのことです。



26 81 13 13 特定非営利活動法人市川子ども文化ステーション 6

子どもがつくるまち「ミニ☆いちかわ2021」 主に市内の子ども（小学生～18歳）を対象に、誰でも自由に参
加できる「ミニ☆いちかわ」という子どものまちを開催する
（事前申し込み制）。この事業は準備から当日までを子ども達
が中心になって創り上げる。この子ども参画の活動を実施して
いく中で、子どもの自主性や創造性が育まれ、達成感や自己肯
定感を持てるようになることを目指す。また、異年齢の子ども
同士や大人スタッフと関わることにより、コミュニケーション
力が育まれる。保護者や地域の方々にはボランティアとして関
わってもらうことで、子どもとの関わり方を学ぶ場となり、子
どもを信頼し見守ることができる地域の輪が広がっていく。こ
のことから、子ども活き活きと育つことができる地域づくりを
目的とする。

10月23日（土）24日（日）に開催し、まとめの会を10月に
実施する。
場所は市川市大洲防災公園

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。

27 85 7 7 行徳芝桜の会 6

芝桜花壇とバラ花壇の再生、維持管理事業 市や県の管理が十分行き届かない江戸川第二終末処理場内に、
芝桜やその他の花の植栽をし、その管理を行うことにより、街
の良好な景観を形成し、市民のやすらぎの場を提供するととも
に、街の活性化を図ることを目的とする。
この施設は毎月最終月曜日を除き、9時から17時からの解放で駐
車場も広く、スポーツ施設、広場、林道、遊具、水辺など恵ま
れた環境の中で、更に四季を通じて花が楽しめる場として、多
くの利用者に喜ばれている。

・芝桜グループ ：毎週火曜日9時から11時
・バラグループ  ：不定期に個人ベースで通年随時行う

・福栄スポーツ広場は芝桜花壇
・いこいの広場はバラ花壇中心で、スロープや駐車場エリ
アの草花花壇も

事務局にて形式審査済。
例年同様の事業内容及び規模であることを確認。
コロナ対策について、ソーシャルディスタンス・消毒・マ
スク・検温などの基本的な予防対策を実施予定とのことで
す。



令和２年度実績報告一覧表

申請書の内容 交付可否決定に係る額 概算払い関係 取消又は軽微変更 実績報告に係る額 精算

事業件数 団体NO. 団体名 回数 事業名 事業費総額 補助対象経費 交付決定額 概算払いの有無 内容 主な変更 理由 事業費総額 補助対象経費 概算払額 返金額 交付確定額

1 5 すがの会 4 高齢者がこども達の健全な心を育てる事業 538,110 320,732 150,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 95,294 86,868 150,000 106,566 43,434

2 6 さかなちゃんクラブ 5 心身障がい児・心身障がい者のための水泳療育 910,000 881,100 150,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 640,170 616,770 150,000 0 150,000

3 10 緑のみずがき隊 5 環境教育プログラム『みどりの寺子屋』『緑の楽交』 178,870 160,000 80,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍及び天候 168,994 151,720 80,000 4,140 75,860

4 14 アシカちゃんクラブ 5 知的障がい児・者の為の水泳療育 668,700 660,000 150,000 〇 611,958 605,000 150,000 0 150,000

5 16 まちのすみかの会市川支部 5 市川健康都市講座 173,190 173,190 86,595 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 120,660 120,660 86,595 26,265 60,330

46 17 特定非営利活動法人ニッポンアクティブライフクラブ市川拠点「ナルク市川」 5 「市民公開講座」事業 490,720 220,720 110,360 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 221,434 89,300 110,360 65,710 44,650

6 18 MOA食育ネットワーク千葉・ハピネスクラブ 5 健康を守る自然食中心の食育推進事業 292,640 122,640 61,320 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 170,394 30,044 61,320 46,298 15,022

7 19 古事記に親しむ会 5 第２回古事記ピアノコンサート 250,000 220,000 110,000 〇 一部取消（事業中止） コロナ禍 24,450 24,450 110,000 97,775 12,225

8 20 NPO法人市川子どもの外遊びの会 5 子どもが安心して自由に外遊びするためのプレーパーク事業 401,500 401,500 150,000 〇 軽微変更 開催時期変更 コロナ禍 309,532 308,698 150,000 0 150,000

9 21 いちかわ市民ミュージカル実行委員会 4 市民舞台スタッフ養成講座2020 571,600 308,500 150,000 〇 軽微変更 対面からオンラインへ コロナ禍 468,292 246,500 150,000 26,750 123,250

10 23 着物リメイク研究会 5 着物リメイク講習会および市民ファッションショー開催事業 197,000 121,600 60,800 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 171,467 118,700 60,800 1,450 59,350

11 25 市川ジュニアＢリーグ 5 子どもの健全育成を図る小学校低学年野球大会の開催事業 730,000 521,000 150,000 〇 765,951 429,308 150,000 0 150,000

12 27 傾聴ボランティアサークル「うさぎの耳」 5 「傾聴ボランティア養成講座」 96,200 96,200 48,100 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 66,105 61,495 48,100 17,353 30,747

13 29 東部マンドリーノ 5 マンドリン演奏による、地域の文化活動推進事業 497,200 185,200 92,600 〇 一部取消（事業中止） コロナ禍 185,721 50,652 92,600 67,274 25,326

14 32 まちづくり家づくりCafé Ichikawa 5 クロマツのある風景市川 164,923 141,900 70,950 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 70,330 57,560 70,950 42,170 28,780

15 33 いくじネットいちかわ 5 親子の絆づくりプログラムBP”赤ちゃんがきた！”開催事業 100,000 100,000 50,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 50,181 48,981 50,000 25,510 24,490

16 34 子育て応援メッセ実行委員会 5 子育て家庭・妊婦さん向けイベント開催事業 350,000 210,000 105,000 〇 軽微変更 対面からオンラインへ コロナ禍 296,275 125,798 105,000 42,101 62,899

17 35 特定非営利活動法人　いちかわ子育てネットワーク 5 ステップアップセミナー開催事業 80,000 50,000 25,000 〇 70,658 42,046 25,000 3,977 21,023

18 36 子育て交差点実行委員会 5 子育て交差点行徳開催事業 300,000 250,000 125,000 〇 255,135 203,840 125,000 23,080 101,920

19 37 NPO法人市川にオオムラサキを生息させる会 5 オオムラサキの飼育活動を通しての自然環境保全啓蒙事業 222,000 135,000 67,500 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 221,621 122,070 67,500 6,465 61,035

20 41 なのはな奉仕会 5 高齢者施設への慰問事業 212,252 205,952 102,976 〇 一部取消（事業中止） コロナ禍 29,262 16,700 102,976 94,626 8,350

21 47 特定非営利活動法人法人市民後見センターちば 5 市民に広く成年後見人制度を広め、その活用を推進する事業 539,000 454,000 150,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 256,528 206,528 150,000 46,736 103,264

22 48 クリーングリーンいちかわ 5 花はいっぱい、ゴミはゼロ推進事業 246,450 206,450 103,225 〇 222,622 182,899 103,225 11,776 91,449

23 49 梨風苑ガーデニングサークル 5 「花と緑のまち運動」事業 70,000 70,000 35,000 〇 75,280 70,000 35,000 0 35,000

47 58 発達に遅れのある子の保育・療育支援　にじの会 5 メンズクラブ「発達障がい児・者の宿泊余暇活動支援事業」 336,300 268,700 134,350 全部(概算払前に取消) コロナ禍 0 0 0 0 0

24 59 赤レンガをいかす会 5 赤レンガ保存活動2020 321,200 301,200 150,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 244,425 219,023 150,000 40,489 109,511

25 60 特定非営利活動法人アート・空の会 5 市川みんなのアート展 139,400 109,400 54,700 〇 143,421 103,748 54,700 2,826 51,874

26 64 市川なのはな会 5 動作法による障害児者への療育事業 533,600 533,600 150,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 355,860 355,860 150,000 0 150,000

27 66 サンシャインクラブ 5 第41回サンシャインクラブ自然体験キャンプ 801,550 344,950 150,000 〇 780,287 344,950 150,000 0 150,000

28 68 元気！市川会 5 千葉県の玄関口に相応しい、風格・賑わい・活気溢れる街づくり 1,365,000 500,000 150,000 〇 1,728,097 500,000 150,000 0 150,000

29 70 特定非営利活動法人いちかわ市民文化ネットワーク 5 「おいで！だいじょうぶだよ！からだ遊びワークショップ」2020 1,215,900 350,000 150,000 〇 軽微変更 対面からオンラインへ コロナ禍 1,119,169 350,000 150,000 0 150,000

30 73 いちかわ歩こう会 5 健康づくりのための”ウオーキング実践” 300,000 300,000 150,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 307,499 284,420 150,000 7,790 142,210

31 75 認定特定非営利活動法人　市川市ユネスコ協会 5 ユネスコ市民公開講座 100,000 97,640 48,820 〇 軽微変更 会場変更 コロナ禍 103,732 67,640 48,820 15,000 33,820

32 76 リズムパーク 5 音楽療法とアフリカンリズム統合プログラムによるワークショップコンサートシリーズ 120,420 105,420 52,710 〇 132,951 105,420 52,710 0 52,710

33 77 NPO法人子育て・教育支援センターピア 5 子育ての負担感を軽減し及び子どもの発達を支援する活動 130,360 130,360 65,180 〇 軽微変更 対面からオンラインへ コロナ禍 209,843 130,360 65,180 0 65,180

34 81 特定非営利活動法人市川子ども文化ステーション 5 人形劇団ひとみ座「はれときどきぶた」鑑賞会 545,500 301,500 150,000 〇 一部取消（事業中止） コロナ禍 69,147 69,147 150,000 115,427 34,573

35 85 行徳芝桜の会 5 芝桜花壇とバラ花壇の再生、維持管理事業 200,000 200,000 100,000 〇 247,203 200,000 100,000 0 100,000

36 86 戦争はいやだ！市川市民の会 5 戦争はいやだ！いのち・人権こそ！ 225,000 220,000 110,000 〇 217,040 184,921 110,000 17,540 92,460

37 88 ぼっけ生きもの倶楽部 4 大柏川第一調節池緑地の自然環境保全・再生活動 226,836 223,836 111,918 〇 205,899 195,436 111,918 14,200 97,718

38 90 市川子どもわくわくネットワーク 4 子どもに関わる人たちのつながりづくり事業 386,600 381,600 150,000 〇 188,810 170,830 150,000 64,585 85,415

39 91 ASB 4 家族向け野外活動や伝承遊びの普及事業 63,786 63,786 31,893 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 73,787 57,930 31,893 2,928 28,965

40 92 市川でよい芝居をみる会 3 第22回公演「ひとごろし喜劇一幕」（劇団前進座）演劇鑑賞会 1,301,826 720,000 300,000 〇 1,254,901 643,540 300,000 0 300,000

41 94 消費者安全ネットいちかわ 3 市川市民のしあわせアップ　(消費生活意識向上普及活動) 3,400 2,760 1,380 〇 全部取消（事業中止） コロナ禍 0 0 1,380 1,380 0

42 96 シニア劇団　波瀾ばんばん座 3 演劇公演を通じ高齢者へ「生きる勇気と希望」を与える活動プロジェクト 4,347,150 1,103,750 300,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 1,205,589 995,589 300,000 0 300,000

43 100 ＱＰ杯少年野球リーグ 2 小学生の健全育成を図る野球大会の開催事業 460,000 360,000 180,000 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 424,779 283,729 180,000 38,136 141,864

44 102 平田聖徳太子堂友の会 2 市川・ひらたの「郷土物語」と「お茶の会」 120,125 112,250 56,125 〇 一部取消（事業中止） コロナ禍 20,427 18,664 56,125 46,793 9,332

45 103 三世代の親睦交流支援の会 1 子供、子育て世代、高齢者　交流支援事業 113,062 113,062 56,531 〇 軽微変更 規模縮小 コロナ禍 66,373 46,413 56,531 33,325 23,206

5,053,683 1,156,441 3,897,242
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